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■ 華やかな世界を裏側から見てみたら 
 

十分にきれいだけれど市場には出ない花や、廃棄処分されてしまう花があること（フ

ラワーロス）をご存知でしょうか？ホテルや展示場などイベントで会場装飾に使われる

花が、その一つです。 

みたけ台中学校では、廃棄される運命にある花をもらい受け、その命を生かすため

に、各学級や各種専門委員会で、どうしたら良いかを考え、行動に移しています。 

インタビューに答えてくれたのは、生徒会本部役員の皆さんで、3 年生の星野
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ロスされる花を見て、「もっと枯れた花のことかと思っていたから、なんで処分されて

しまうのか？花にも規格外があることなども初めて知った」と、驚いたと言います。これま

で、切り花の世界にそれほど興味のなかったところから、「どうにかしたい」という思い

が生まれ、まずはシンプルに、もらったそのままの花を校内に飾ってみたそうです。 

 

「教室の入り口や昇降フロアとか、日によって場所を変えて展示してみました。花が

あると華やかな明るい雰囲気になって、気持ちも明るくなるような効果を感じられまし

「SDGs」を当たり前のこととして 

考え、学ぶ取組が教育現場で広がっ

ています。横浜市立みたけ台中学校

（青葉区）では、総合学習の時間に、

「フラワーロス」の問題を取り上げま

した。 

社会の中で一度役割を終えたも

のに、新たな価値を見出した子ども

たちを代表して、生徒会本部役員の

皆さんにインタビューをしました。 
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た」と生徒会の皆さん。また、保健美化委員では、「花をドライフラワーにしてから細かく

して、アロマオイルを加えて、石けん作りもしました。できた石けんは、学校の手洗い場で

実際に使いました」と、とても楽しそう。 
 

 

 
 

 

水やりや、花の入れ替えの作業を通じて、「大変だと思っていたお花の世話がそうで

もなかった。難しそうとか、ゴージャスだという偏見もあったけど、花って身近なものなん

だなと思った」という感想にも、みんな、そうそう！と頷いています。 

 

生徒会長の星野くんは、今年度、いじめの問題を子どもたち自らが考える、横浜子ど

も会議の区交流会に参加して、「なぜいじめが起きるのか？と考えた時、一人ひとりの

『心の乱れ』があるからではないかと思った」と言い「花を飾ることで明るい雰囲気に

しようと考えた」と、廃棄されてしまう花が心のケアにつながる、役立つ、という気づきを

語ってくれました。 
 

 

■ ところで、そもそもなぜ花を貰い受けることができたのでしょうか？ 
 

生徒会の担当である石井
い し い

翔
しょう

太
た

先生にお聞きすると、「実は２年前（2022 年）に、ガ

ーデンネックレス横浜実行委員会が市役所アトリウムで実施した『ローズフェア with

趣味の園芸』の会場展示として使用した花を引き取ったのが始まりです。その時もらっ

た花は、当時の生徒たちが考えて、みんなで分けたり、学校内の SDGs ガーデンに植

え替えて育てたりもしました。 

その時につながりができたのが、タヒチプロモーションという会社です。昨年、新た

に、タヒチプロモーションさんから、『ふれあい車椅子花壇という、車椅子の方が花を楽

子どもたちが手作りした石けん。コロ

ナの時期で手洗いが推奨されていた

こともあり、人気でよく使われたとか。 
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しめるプランターを作ったのでモニターとして設置してもらえないか』という呼びかけが

あった時に、ぜひ！と手を挙げました」。 

 
 

 
 

株式会社タヒチプロモーション は、タヒチ文化を伝えるイベントやタヒチの食材・雑貨

の販売などを行っている市内の事業会社です。 

南太平洋にある島国タヒチは、花冠をかぶって踊るタヒチアンダンスなど、日常的に

花を楽しむ文化が根付いており、同社ではこの“花”に関する様々な事業も手掛けてい

ます。 

社長の大石
お お い し

暢
とおる

さんに伺うと、「三ツ沢公園にカフェをオープンしたことで、車椅子の

陸上競技に参加される方が、足元にある花壇を覗き込んで見ている姿を見たんです

よ。それで、多様性に対応できる花壇があったらいいなと思って、さまざまな方に相談し

ながら、手探りでオリジナルのプランターを作りました。市内の学校などへ設置して、社

会の課題に気づいてもらい、今後自分たちに何ができるのかを考えてもらうことを目的

としています」とお答えいただきました。 

みたけ台中を含め、市内で 6 校の設置協力があり、各学校から意見をもらって、さら

に改善していきたいと考えているそうです。 

 

さらに大石社長は「お花に関しては、ホテル主催のイベントで一日だけ使われたお花

を提供してもらっています。お花屋さんや生産者の中には抵抗感を感じる方もいらっし

ゃるので、それぞれの立場を尊重しつつ、イベントや式典会場などから提供いただける

機会が増えていくと良いですね。ふれあい車椅子花壇を通じて、まずは、日常の中で、

花や緑に触れることの良さを感じてもらいたいです」と語られました。 

「ふれあい車椅子花壇」は、車椅子に

座ったままで、花を見て、香りを楽しん

だり、手で触れることができる高さに

設計された、切花用のプランターで

す。この写真では、百合の花が飾られ

ています。 



4 

 

 
 

 

 
 

 

■ 今できることを積み重ねていく 
 

イベントには関心の高い人が集まっていたからか、“伝えること”、“伝わること”での

自信や喜びも感じたそうです。 

「発表する場があって、人の反応を見たり意見を聞いたりしたことで、SDGs という大

きなテーマが、身近なこと、校内だけの取組でも出来ているんだと思った」、「廃棄され

る花のことを知らない人たちに、新しい考えを見い出すきっかけになるような展示が出

来て、達成感を感じた」等々、生徒会本部役員の皆さんは、ちょっと高揚しながら話して

くれました。 
 

取材に伺った日に、ちょうど届いた

お花たち。横浜のみなとみらい 21 地

区にあるホテルからみたけ台中までタ

ヒチプロモーションが直接運んでいま

す。 

この花をどうするか？また新たなお

題が生徒たちに投げかけられます。 

今年の 6 月には、生徒会本部役員のメ

ンバーで、初のイベント出展にもチャレ

ンジしました。GREEN×EXPO 2027

開催 1000 日前連携イベント「あおば

GREEN DAY」では、たまプラーザ テ

ラスにあるプラーザホール by イッツコ

ムで、多くの来場者との交流を経験。 
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フラワーロスの問題に関わるようになって一年。3 年生はそろそろ受験を考える時期

です。秋からは生徒会にも１年生メンバーが加わります。 

「代が変わっても、引き続き廃棄される花の活用には取り組んでいって、中学生と企

業とが SDG s を考えて協力する、何か面白いモデルになっていくといいですよね。本

来、子どもたちみんなが持っている能力を最大限引き出す環境が大事だと思っている

ので、その土台を今の子たちと作っている感じです。外に出ていくチャレンジも含め、他

の職員や保護者の方も応援してくれて、良い経験を積むことができています」と生徒に

負けないキラキラとした目で語る石井先生。一つひとつの活動の積み重ねに、手応えを

感じていることが伺えました。 
 

 
 

「廃棄されるものの活用」として、生徒会本部役員では、現在、学校で回収している

大量のペットボトルのキャップを使ったアートプロジェクトの企画が進んでいます。 

これらの活動を通して、誰もが幸せを感じられるような、持続可能な社会に思いを巡

らせたことをきっかけに、これからもさまざまな分野の課題に向き合い、挑戦していって

欲しいなと心から思いました。 
 

図書室で取材させてもらった時の一

枚。授業に部活にと忙しい毎日の中

で、生徒会の役割も楽しんでいること

が伝わってきて、こちらも嬉しい、楽しい

時間でした。 

校門を入ってすぐのところにあるSDGs

ガーデン。近所の農家さんの協力で、

竹を使った藤棚があります。これから時

を重ねるごとに、きっと、この空間がさら

に充実していくことでしょう。 
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最後に、GREEN×EXPO 2027 のチラ

シを持っていただきました。 

青葉区では GREEN×EXPO 2027 の

機運醸成に向けた様々な取組を行っていま

す。一過性のイベントにとどまらない、花と

緑に関わる区民の皆様の持続可能な活動

を青葉区も応援しています！ 


